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鉄道におけるﾜｲﾔﾚｽﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用の今後の展望

１．列車無線のブロードバンド活用
・新幹線（運行管理、列車制御、公衆電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続等）
・在来線（運行管理、列車制御(ATACS)）

２．駅構内、ホームにおけるブロードバンド活用
・広帯域無線LAN
・WiMAX
・ホワイトスペース

３．Suica（ICｶｰﾄﾞ）における新たなｻｰﾋﾞｽへのﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

４．まとめ
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１．列車無線のブロードバンド活用

19501950年年 19601960年年 19701970年年 19801980年年 19901990年年 20002000年年 20102010年年

1946年
（昭和21年）

▲東京～沼津間
列車無線走行テスト

1950年
（昭和25年）

▲神戸港駅
国産初のＦＭ同時送受信
無線機の実用化

1964年
（昭和39年）

▲
東海道新幹線開業
・列車無線(空間波方式)

1975年
（昭和50年）

▲
山陽新幹線開業
・列車無線(空間波方式)

1982年
（昭和57年）

▲
東北・上越新幹線開業
・列車無線(アナログLCX方式)
・データ通信サービス開始

2004年
（平成16年）

▲
九州新幹線開業
・列車無線(デジタルLCX方式)

1989年
（平成元年）
▲
・アナログLCX方式に更新

・データ通信サービス開始

2002年
（平成14年）

▲
・デジタルLCX方式に更新

2004年
（平成16年）

▲
・アナログLCX方式に更新

1929年
（昭和4年）

▲大井町～小田原間
列車無線テスト
（国内初の列車無線テスト）

1960年
（昭和35年）

▲東海道本線こだま
東京～神戸間
列車無線実用化

2007年
（平成19年）

▲
山手線運用開始
・列車無線

(デジタル空間波方式)

2009年
（平成21年）

▲
・デジタルLCX
方式に更新

2010年12月
（平成22年）
八戸～新青森 延伸

△開業予定

2011年3月
（平成23年）
新八代～博多 延伸

△開業予定

（１）列車無線の歴史
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１．列車無線のブロードバンド活用
（２）新幹線

高速データ伝送（ワイヤレスブロードバンド）実験イメージ（地上システム）

基地局装置

中央装置

総合司令室

サーバ類 指令操作卓

ＵＬ（移動局→基地局）： 410MHz帯
ＤＬ（基地局→移動局）： 460MHz帯

ＤＣＸ

（約１．５ｋｍ間隔）

（約５０ｋｍ間隔）

Internet

高速無
線基地
局装置

高速対
応ＬＣＸ
中継器

中継装置

インタフェース装置

既存移動局装置

車両モニター

車内ＬＥＤ

車内公衆電話

車上操作盤

開発事項：高速対応ＬＣＸ中継器

インタフェース装置

（注）既存のデジタル列車無線に影響を与えないことの検証

光ﾌｧｲﾊﾞ
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１．列車無線のブロードバンド活用
（３）ワイヤレスブロードバンド活用時（将来像）のイメージ（運転席）

電圧計 速度計

：将来付加イメージ

【凡例】

列車無線
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（４）ワイヤレスブロードバンド活用時（将来像）のイメージ（お客さま）

Wi-Fi無線機

・ノートパソコン
・スマートフォン

・新たな多機能端末
・健康管理センサ

情報ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ

3Ｄ映像（立体画像）

１．列車無線のブロードバンド活用

×××××
（文字）

（映像化）
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１．列車無線のブロードバンド活用
（５）新幹線LCX方式の課題

・運行指令電話 【400MHｚ】 【400MHｚ】 【400MHｚ】
・一斉情報伝達

・業務・公衆電話

・指令通告データ

・車両、機器管理データ

・デジタルATC

・車内インフォメーション

　1.7MHz

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用時（将来）
（2015～2020想定）

東海道新幹線
（2009.3～）

インターネット系、共通系

機能
東北・上越新幹線

（2002.11～）

音
声
系

デ
ー

タ
系

0.5MHz

計
約2.3MHz

0.6MHz

1MHz

10MHz以上
　　　（想定）

計
約11MHz以上
　　　　（想定）

【特徴】

①LCX経緯で安定した電界を確保

②運行管理、列車制御、保守回線として最適

③技術開発が比較的容易

【課題】

①布設コスト、維持管理が割高

②400MHz帯の新規周波数割当が必要。

（ブロードバンド活用）
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１．列車無線のブロードバンド活用
（６）新幹線空間波方式の課題

【利点】

1.仮に40GHz帯とすると

約100Mbpsの目標設定が可能

2.今後の活用ｲﾒｰｼﾞ（需要）に対応が可能

3.高速大容量伝送（ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用）が可能

4.国際規格に合わせて開発

TETRA標準ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線通信ｼｽﾃﾑに対応

⇒海外への技術輸出が目標

【課題】

1.技術開発

①｢小型高性能｣の無線機開発

②｢ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞによる電界の落ち込み｣対策

③｢降雨減衰対策｣

④列車の動きに応じた｢ｱｸﾃｨﾌﾞ追随機能｣

⑤ﾊﾝﾄﾞｵｰﾊﾞｰ機能

（時速300km／h以上5秒毎にﾊﾝﾄﾞｵｰﾊﾞｰ）

2.運用の考え方

①ｽﾎﾟｯﾄｻｰﾋﾞｽとして駅周辺を対策

②携帯電話（3.9G LTE）の補完

③LCX方式を運行管理、列車制御に、

空間波方式をお客さまサービスとして

役割分担の検討が必要
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（７）新幹線列車無線のブロードバンド活用の将来像

システム構成

1964（S39）

東海道新幹線開業

・列車無線（空間波方式）

1982（S57）

東北・上越新幹線開業

・アナログLCX方式

2002（H14）

東北・上越新幹線

（設備更新）

・デジタルLCX方式

2015～2020目標

・運行管理、列車制御に使用

(トンネル等地形も考慮)
・ブロードバンド活用

400MHz(帯域11MHz以上希望)

国際標準化

（技術輸出）

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等お客さま

ｻｰﾋﾞｽに使用

・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

40GHz(約100Mbps以上目標)

空間波方式

ＬＣＸ方式

2009（H21）

東海道新幹線

（設備更新）

・デジタルLCX方式

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続ｻｰﾋﾞｽ）

１．列車無線のブロードバンド活用

列車運行管理 鉄道事業者

旅客公衆電話 鉄道事業者（業務委託） 通信事業者（業務委託）

通信事業者（業務委託）インターネット

運営主体

鉄道事業者
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（８）在来線ATACS※の将来像 ※ATACS：Advanced Train Administration & Communications System

１．列車無線のブロードバンド活用

①第1ｽﾃｯﾌﾟ(2010～2011年)仙石線で実用化

UIC(TM＆CCS会議)東京開催でﾃｸﾆｶﾙ・ﾋﾞｼﾞｯﾄ予定(6月7日～9日)

②第2ｽﾃｯﾌﾟ(2013～2018年)埼京線で首都圏実用化

国際標準化（技術輸出）

③第3ｽﾃｯﾌﾟ(2018～2036年)首都圏全域展開を目標(ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用)

（１）安全性の向上（衝突防止）

（２）設備のスリム化（軌道回路なし）

（３）信号関係の故障低減

停止停止

（（信号機信号機による制御）による制御）

・軌道回路による閉そく制御

ATS

注意注意

〔使用周波数帯〕 ４００ＭＨｚ帯で検討

安全輸送（安心してご利用）

安定輸送（列車乱れを削減）

進行進行

速度照査パターン速度照査パターン

軌道回路

②②列車位置列車位置

③③停止限界停止限界

速度照査パターン速度照査パターン

 

 

 

無線局
装置
拠点

・ATACS 無線による間隔制御

車内
信号

〔導入の効果〕 運転保安の革新

①位置算出①位置算出

システムの革新システムの革新
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１．列車無線のブロードバンド活用
（９）ATACS国際標準化の動き

国際鉄道連合（UIC※）

世界各国の鉄道事業者（196団体；準会員、賛助会員を含む）によって組
織され、鉄道技術に関する国際的な標準の確立や国際列車運行の推進、鉄
道運営のサポートなどを行っている。

※Union Internationale des Chemins de fer （フランス語）

(1)2009年4月1日 UIC会長に就任（JR東日本副会長：石田 義雄）

(3)2010年6月9～10日 UIC「理事会」「総会」の開催

TM&CCS：Traffic Management & Control-Command and Signalling
(会議規模：国内外を合わせて約200名程度)

6月9日「テクニカル・ビジット」
仙石線ATACS 機器室視察、試運転列車試乗

(2)2010年6月7～9日 UIC主催のTM&CCS会議（東京で開催中）
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２．駅構内、ホームにおけるブロードバンド活用
・お客さまサービス（コンコースの例）

ブロードバンド化

＜運行情報のお知らせ＞

●無線ＬＡＮ
⇒情報サービス

LED表示器

●携帯電話基地局
⇒弱電界対策

データ端末
⇒遅れ情報など

●ＷｉＭＡＸ基地局
⇒ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾞｰﾀ伝送ｻｰﾋﾞｽ

Ｓｕｉｃａ
⇒店舗サービス

列車内ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ

Ｓｕｉｃａ
⇒自動改札

ブロードバンド化
ブロードバンド化

異常時案内ディスプレイ

●大型ディスプレイ

ホワイトスペース活用

コンテンツ
配信

ワンセグ
放送

運行情報
配信
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３．Suica（ICｶｰﾄﾞ）による新たなｻｰﾋﾞｽのﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

（１）Suicaの利用方法

改札機に

軽く触れるだけ

タッチ＆ゴー

ピッ！
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３．Suica（ICｶｰﾄﾞ）による新たなｻｰﾋﾞｽのﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

（２）自動改札機によるカード処理比較

機械による自動搬送

人間が手に持って移動
処理時間 0.2秒

磁
気
式

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

書
込
み

判
定

読
出
し

書
込
み
確
認

存
在
確
認

認
証

読
出
し

判
定

書
込
み
確
認

書
込
み

処理時間 700ms

投入から放出まで

自動改札機が
最難関技術
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３．Suica（ICｶｰﾄﾞ）による新たなｻｰﾋﾞｽのﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

（３）Suicaの内部

ICチップ

アンテナ（コイル状）
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３．Suica（ICｶｰﾄﾞ）による新たなｻｰﾋﾞｽのﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

（４）Suicaと無線

【ISOの規格】

IC Card with Contacts

Contactless
IC Card

Close Coupling

Remoto
Coupling

Proximity

Vicinity

Microwave



Copyright 2010 East Japan Railway Company. All rights reserved 17

３．Suica（ICｶｰﾄﾞ）による新たなｻｰﾋﾞｽのﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

（５）Suicaの現状（発行枚数）

東京モノレール
Suica導入

ICOCA
相互利用開始

グリーン車Suica
システム

サービス開始

東京臨海高速鉄道
Ｓｕｉｃａ導入

「ビュー･スイカ」
カード

発行開始

首都圏新幹線
仙台エリア

サービス開始

新潟エリア
サービス開始

（万枚）

２００４年 ２００６年２００３年２００２年 ２００５年

２００１年

モバイルSuica特急券サービス開始

Suica・TOICA・ICOCA相互利用開始

モバイルSuica特急券サービス開始

Suica・TOICA・ICOCA相互利用開始

２００７年 ２００８年

２００１/１１/１８

Ｓｕｉｃａデビュー

２００４/３/２２

電子マネー
サービス開始

２００６/１/２８

モバイルＳｕｉｃａ
サービス開始

首都圏ICカード
相互利用サービス

2007.3.18 スタート！

首都圏ICカード
相互利用サービス

2007.3.18 スタート！

２０１０年４月末現在
Ｓｕｉｃａ発行枚数 約３，２１９万枚
※ﾓﾊﾞｲﾙSuica会員数 約２００万人
利用可能店舗数 約９６，４６０店舗

PASMOと合わせて
4,000万枚に！

（2009年4月）

２００９年 ２０１０年
九州3者との
相互利用開始
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３．Suica（ICｶｰﾄﾞ）による新たなｻｰﾋﾞｽのﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ活用

（６）Suica電子マネー利用状況

「駅ナカ」から「街ナカ」へ
（2004.3.22～電子ﾏﾈｰｻｰﾋﾞｽ開始！）
・「イオン(含ﾃﾅﾝﾄ)」約11,900店舗

・「ローソン」 約3,430店舗
・「Family Mart」 約2,970店舗
・「ミニストップ」 約1,680店舗
・「ららぽーと」 約980店舗
・「成田国際空港」 約220店舗
・「ぐるなび加盟店」 約100店舗
・「ビックカメラ」 27店舗

⇒利用可能店舗数は約96,460店舗

に拡大（４月末日現在）

「駅ナカ」から「街ナカ」へ
（2004.3.22～電子ﾏﾈｰｻｰﾋﾞｽ開始！）
・「イオン(含ﾃﾅﾝﾄ)」約11,900店舗

・「ローソン」 約3,430店舗
・「Family Mart」 約2,970店舗
・「ミニストップ」 約1,680店舗
・「ららぽーと」 約980店舗
・「成田国際空港」 約220店舗
・「ぐるなび加盟店」 約100店舗
・「ビックカメラ」 27店舗

⇒利用可能店舗数は約96,460店舗

に拡大（４月末日現在）

ご利用件数
一日あたり１８７万件！
（2010年4月末現在）

ご利用件数
一日あたり１８７万件！
（2010年4月末現在）
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４．まとめ

鉄道におけるワイヤレスブロードバンド活用の今後の展望

（１）新幹線の運行管理、列車制御、インターネット接続など機能高度化の
為、「デジタルLCX方式」に加えて「空間波方式（ミリ波）」の活用検討
を行います。
また、在来線においては、ATACSの首都圏全域展開を行うため、ワイ
ヤレスブロードバンドの使用拡大、調整を希望いたします。

（２）駅構内においては、無線LAN、WiMAX、携帯電話のブロードバンド化
によるお客さまサービスの向上とホワイトスペース活用実験に参画し、
情報伝達の多様化、活性化を進める予定です。

（３）Suicaへのブロードバンド活用も今後の課題です。

ＪＲ東日本では、安全、安定輸送を確保し、
「ここち良いサービス空間の提供」を実現する手段として

ワイヤレスブロードバンド活用が期待されています。
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